
 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南の風 令和２年 4月20日 

〒851-0245 TEL095-836-0085  

長崎市千々町５１３番地 

長崎市立南小中学校長 

岡田 政宏 

No.28 

学校教育目標 

  自ら学び鍛え，励まし合う，心豊かな児童・生徒の育成 

お返事上手な１年生 

ド
キ
ド
キ
わ
く
わ
く
一
年
生 

 
 

昨
年
度
は
、
入
学
式
が
な
か
っ
た
南
小
中
学
校
。
今
年
度

は
待
望
の
新
一
年
生
が
二
名
入
学
し
ま
し
た
。
は
じ
め
て
の

学
校
、
は
じ
め
て
の
先
生
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
上
級
生
や

中
学
生
の
サ
ポ
ー
ト
で
元
気
に
学
校
生
活
を
ス
タ
ー
ト
。 

入
学
式
の
式
辞
の
中

で
、
新
一
年
生
に
分
か

る
言
葉
を
選
び
な
が

ら
、
本
校
の
め
ざ
す
児

童
・
生
徒
像
を
次
の
よ

う
に
伝
え
ま
し
た
。 

『
南
の
「
み
」
に
は
、「
自

ら
ど
ん
ど
ん
学
ん
で

ね
。」
と
い
う
願
い
が
あ

り
ま
す
。
自
分
か
ら
進

ん
で
勉
強
し
て
ね
と
い

う
意
味
で
す
。
学
校
は
、

こ
れ
ま
で
知
ら
な
か
っ

た
こ
と
を
知
っ
た
り
、

分
か
ら
な
か
っ
た
こ
と

が
分
か
る
よ
う
に
な
っ

た
り
す
る
と
こ
ろ
で

す
。
ど
ん
ど
ん
手
を
あ

げ
て
、
た
く
さ
ん
発
表

を
し
て
く
だ
さ
い
。
お

家
で
も
お
勉
強
を
頑
張

っ
て
、
家
族
を
び
っ
く

り
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。 

 

南
の
「
な
」
に
は
、「
仲

良
く
助
け
合
っ
て
ね
。」

と
い
う
願
い
が
あ
り
ま

す
。
学
校
は
、
お
友
達
と

仲
良
く
遊
び
、
み
ん
な

で
力
を
合
わ
せ
て
生
活
す
る

と
こ
ろ
で
す
。
南
小
学
校
・
中

学
校
の
お
兄
さ
ん
・
お
姉
さ
ん

は
と
て
も
優
し
い
人
ば
か
り

で
す
か
ら
、
た
く
さ
ん
遊
ん
で

く
れ
ま
す
よ
。 

 

南
の
「
み
」
に
は
、「
身
も
心

も
大
切
に
し
て
ね
。
」
と
い
う

願
い
が
あ
り
ま
す
。
学
校
は
、

モ
リ
モ
リ
給
食
を
食
べ
、
元
気

に
体
を
動
か
し
、
丈
夫
な
体
を

作
る
と
こ
ろ
で
す
。
学
校
は
、

い
ろ
ん
な
お
勉
強
を
通
し
て
、

や
さ
し
い
心
や
強
い
心
を
育

て
る
と
こ
ろ
で
す
。
時
に
は
失

敗
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
先
生
や

お
友
達
と
一
緒
に
素
敵
な
お

兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
に
な
る
準

備
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。』 

 
 

 

入
学
を
お
祝
い
し
て
、
在
校

生
と
中
学
生
か
ら
は
、
「
よ
さ

こ
い
ソ
ー
ラ
ン
節
」
の
祝
い
の

舞
が
あ
り
ま
し
た
。
マ
ス
ク
で

息
苦
し
か
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
全
力
の
演
舞
に
会
場
か
ら

は
拍
手
喝
采
で
し
た
。 

本
校
職
員
紹
介 

パ
ー
ト
２ 

【
兼
務
職
員
＆
免
外
解
消
非
常
勤
職
員
】 

音
楽 

塚
原 

航
太
（
日
吉
中
か
ら
） 

 
 
  

  
 
 

（
中
三
、
小
五
六
、
小
三
四
） 

家
庭 

山
田 

美
雪
（
日
吉
中
か
ら
） 

 
 
  

  
 
 

（
中
三
、
小
五
六
） 

数
学 
田
口 

正
己
（
講
師
）
★
新 

社
会 
川
上 

大
輝
（
講
師
）
★
新 

美
術 

上
田 
秀
子
（
講
師
） 

【
図
書
館
司
書
】 
濵
口 

志
保 

【
食
卓
配
膳
員
】  
山
﨑 

真
里
奈 

【
学
校
サ
ポ
ー
タ
ー
】 
松
尾 

信
一 

 

【
放
課
後
子
ど
も
教
室
】 

松
尾 

信
一
・
井
上 

洋
喜 

坂
本
加
奈
子
・
野
口
由
美
子 

※
本
校
の
よ
う
な
小
規
模
校
で
は
、
法
律
で
決
め

ら
れ
た
教
員
定
数
の
関
係
で
、
小
学
校
は
担
任
だ

け
（
音
楽
や
理
科
な
ど
の
専
科
が
入
ら
な
い
）、
中

学
校
は
、
教
科
免
許
を
も
っ
た
教
員
が
い
な
い
と

い
う
状
況
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
日
吉
中
学
校
に

協
力
い
た
だ
き
、
音
楽
と
家
庭
の
先
生
を
派
遣
い

た
だ
き
ま
す
。
県
教
委
か
ら
数
学
、
社
会
、
美
術
の

講
師
を
配
置
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
他
、
本
校
中

学
校
教
員
も
全
員
小
学
校
の
授
業
に
乗
り
入
れ
ま

す
。
ま
さ
に
、
全
教
職
員
総
出
で
す
べ
て
の
子
ど
も

た
ち
の
教
育
活
動
に
当
た
っ
て
い
き
ま
す
。 

 

新メンバーの二人 

写
真
に
写
る
と
き
に
上
手
に
笑

顔
が
作
れ
な
い
方
は
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
せ
ん
か
。
実
は
私
（
岡
田
）

は
、
写
真
で
笑
顔
を
作
る
の
が
大

の
苦
手
で
す
。
笑
っ
た
つ
も
り
だ

っ
た
の
に
、
眉
間
に
し
わ
が
寄
っ

て
い
た
り
、
口
が
半
開
き
だ
っ
た

り
。（
笑
）
そ
ん
な
私
に
朗
報
が
あ

り
ま
し
た
。
モ
デ
ル
や
俳
優
さ
ん

が
意
識
し
て
使
う
ハ
リ
ウ
ッ
ド
ス

マ
イ
ル
と
呼
ば
れ
る
笑
顔
で
す
。

簡
単
に
言
う
と
、
上
の
歯
だ
け
が

見
え
る
笑
顔
で
す
。
作
り
方
は
、

ま
ず
上
の
歯
を
軽
く
下
唇
に
乗
せ

ま
す
。
次
に
口
角
を
上
げ
ま
す
。

（
ほ
っ
ぺ
た
に
た
こ
焼
き
を
作
る
イ
メ
ー

ジ
で
す
。
）
慣
れ
る
ま
で
は
、
自
分
で

は
ち
ょ
っ
と
わ
ざ
と
ら
し
く
、
オ

ー
バ
ー
に
感
じ
る
の
で
す
が
、
そ

れ
く
ら
い
で
ち
ょ
う
ど
い
い
そ
う

で
す
。
今
回
掲
載
し
て
い
る
入
学

式
の
写
真
は
、
私
の
ハ
リ
ウ
ッ
ド

ス
マ
イ
ル
の
実
践
で
す
。
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
マ
ス
ク
を
隠
す
た

め
に
挟
ん
だ
膝
が
、
く
っ
つ
き
す

ぎ
た
の
は
、 

ご
愛
敬
で
… 

ケ
セ
ラ
セ
ラ 

川上 

田口  

二人の新 1 年生を囲んで、担任三浦（前列左）、山口教頭（前列右）と保護者の皆様 

◆いじめ防止のため、犯罪抑止のため、著者に許可をいただき、引き続き、学校だより「南の風」の裏面で「こども六法」を紹介していきます。 

◇本校職員は、自家用車での通勤時に「スモールライトを点灯」して、対向車に自車の存在を知らせるなど、交通事故防止に努めてまいります。 

https://www.google.com/url?sa=i&url=https%3A%2F%2Fwww.sozailab.jp%2Fsozai%2Fdetail%2F43379%2F&psig=AOvVaw1w7ASKfrhTsOuc-U7GgHXU&ust=1586504186411000&source=images&cd=vfe&ved=0CAIQjRxqFwoTCKCHj-zq2ugCFQAAAAAdAAAAABAD


 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ベストセラーになっている話題の本 

『こども六法』 を紹介しています 

著者はフィギュアスケーターの羽生 結弦選手によく似た（私見です） 

山崎聡一郎さん。研究者＋声楽家＋写真家＋アーティストなど多彩な 

顔を持っています。（劇団四季の舞台にも出演しています）そんな 

山崎さんは、小学校時代にいじめられた経験をもち、その後に 

いじめの加害者となった経験もあります。中学生の時、六法全書を 

偶然目にした山崎さんは、「法律の知識があれば、いじめから守れたかもしれない」 

という衝撃を受け『こども六法』の制作に動き出します。昨年 9 月にクラウドファンディング（イ

ンターネットを介して不特定多数の人々から資金を調達すること）で出版資金の募集を開始し、わずか 2 か月

で 334 人から 1,796,000 円の出版支援を集めました。今年 8 月に出版するや、すぐに 15 万

冊が品薄となるベストセラーとなりました。（R1.12.10 No18 の再掲）※すでに 50 万部突破です。 

子どもと一緒に読み、世の中のきまりについて考えてみませんか。 

他人
た に ん

のものを壊
こわ

したら 弁償
べんしょう

しないといけないよ 

【民法
みんぽう

第
だい

709条
じょう

】不法
ふ ほ う

行為
こ う い

による損害
そんがい

賠償
ばいしょう

 

わざと、または不注意
ふちゅうい

によって、他人
た に ん

の権利
け ん り

や、法律
ほうりつ

によっ

て守
まも

られる利益
り え き

に害
がい

を与
あた

えた人
ひと

は、これによって生
しょう

じた損害
そんがい

に対
たい

してお金
かね

を支払
し は ら

わなければいけません。 

「こども六法」126 ページより引用 

悪口
わるくち

を言
い

って心
こころ

を傷
きず

つける場合
ば あ い

は、損害
そんがい

賠償
ばいしょう

じゃないよね。 

【著作権について】 

書籍の紹介に当たり、無断で本

の表紙写真を載せることは著作

権違反となります。本文の一部

引用に当たっては条件を満たせ

ば許容範囲となります。本学校

だよりでは、著者の山崎聡一郎

さん自身に直接許諾をいただ

き、シリーズで紹介しています。 

【著者山崎さんからいただいた、直接のメッセージです】 

長崎市立南小中学校 岡田政宏先生。こども六法著者の山崎です。こ

の度はご連絡頂きありがとうございました。また、こども六法の取り

組みを広めて頂けるとのこと、ありがとうございます。出典の明記（こ

ども六法の何ページからの引用か）をして頂ければ紙媒体・ホームペ

ージ問わずご利用いただいて構いません。特にいじめ防止対策推進法

及び「いじめに悩んでいるきみへ」の箇所につきましては弘文堂ホー

ムページにて PDFで無料公開しておりますので、宜しければご活用・

ご紹介頂けますと幸いです。よろしくお願い致します。（R1.11.26） 

※民法
みんぽう

第 710 条
じょう

：心
こころ

を傷
きず

つけたり、うわさを流
なが

して信用
しんよう

を傷
きず

つけたりした場合
ば あ い

も損害
そんがい

をつぐなう必要
ひつよう

があります。 


